
















巣状糸球体硬化症(FGS)とは,一見,微小変化型ネフローゼ(MCNS)にみえるが,ステロイド剤

(ス剤)に対する反応性が悪く,一部の糸球体のみに硬化性病変があり(Fo-ca1),その病変は

糸球体の一部分のみにみられ(segmenta1),しかも進展増悪性のある疾患である。このよう

な病像の存在は古くから報告されていたが,注目されるようになったのは 1970 年代であり

,MCNS との異同,発病機序などの見解も未だ一致をみるに至らず,ス剤療法をはじめとする

各種の治療にも抵抗することが多く,病態の解明と治療法の確立が待たれている疾患であ

る。 

今度,厚生省心身障害研究「小児慢性疾患の診断・治療・管理(主任研究者 植田穣,日医大

教授)の分担研究,「慢性腎性腎疾患の診断・治療に関する研究」(分担研究者酒井糾,北里

大・腎センター部長)が行なわれるに際し,その中の自由研究の一つとして,本症の研究班を

著者が統轄することになり,班の初年度の研究業績として本症の全国調査を実施した。 


